	会議名
	03-３６　課長会議
	開催日
	１月２０　日
	議長
	高橋

	時間
	11：00～12：00
	会議場所
	本部会議室
	記録者
	江刺家

	参加者
	藤村、江刺家、細越、大嶋、森田、安田、竹澤、村上（一）、佐藤

	議題

1． For配布状況

　カレンダー作成について→2月前半には原案を作成し、3月上旬遅くとも中旬には発行できるようにする必要がある。

　病院・南山・地域から各２名、本部から１名委員を選出、各施設から担当課長も選出し、作成にあたる。

· カレンダーは年度で作成（H16,4,1,からH17，3,31）

· 法人職員向けと外部用の2種類を作成

· 発行部数、大きさ、予算、デザイン、内容など検討

· 法人職員向けには、法人事業予定（事業計画作成、人事異動、人事考課、職員健診、昇格試験、勤務表〆日、賞与など）、職員行事（研修旅行、納会、嚢了解、春の会、忘年会、創立記念日）、委員会予定、患者様行事（青仁会祭りの含む）など必要ではないか？

· 外部用には、青仁会祭り、患者様行事？

· 本日夕方までに担当者及び担当課長を本部長にメールすること。

２、岩手山研修プラン→プラン作成に入る。担当者を来週決定する。

３、NPO法人事業説明（森田副部門長）：青仁会とは別法人

　NPO法人は4月正式認可を予定。現在運営規定作成中。

　設立目的は、高齢者及び精神障害を有する高齢者の生活の場を提供する。

· 日中はデイケアを利用

· 入居費、22,000円＋自己負担分（医療費、デイケア利用料、水道光熱費など）

· 現在はうみねこの会（家族会）が家を借り上げしているので、暫定的に運用する予定。（今野様が今月入居予定）

· NPO法人スタッフを非常勤でボランティアとして活動する。

· NPO法人スタッフは、会費2000円で募集中。

· 病院の栄養士から栄養指導をしてもらうことは可能か？

→デイケアに通所中なので、デイケアのプログラムの一環としてプログラムすれば指導は可能かと思う。

· 夜間緊急時対応：夜間アルバイトを入れたいと考えているが、現在は緊急時の連絡が、森田副部門長、青風荘、につながるようになっているが、今後、青山荘、病院、南山苑の夜勤者につながるようにしていきたい。

→夜勤者に電話が来ても長時間病院・施設を空けることができないので、対応は現実的に難しいと思われる。また、緊急時の対応方法が明確ではないので責任の所在もはっきりしない。これらをはっきりさせてほしい。

· 電話はつながっている。（後日電話番号を連絡する）

→不明確な部分が多いので、後日、説明の文書を送る。



	４、WIZの整備状況について

· メール機能を2月16日までにWIZに取り込むのは無理。

· WIZには職員全員がログインすることができるが、アドレスから入るのは難しいので、簡単な操作で入れるように工夫する必要がある。→明日午前中に完了。

· 現在の進捗状況について、まとめてメールで報告すること。

→全体的に遅れ気味なので、進行状況が見えるような形で仕事を進めること。

５、業務変更時の手順

①現場からの意見の取りまとめ、②看護業務改善検討会や業務改善検討会における検討、③必要であれば課長会議や情報交流会議での協議検討、④稟議書の作成⑤理事長への報告・決裁・承認、⑥業務変更可

６、法人幹事より

1 平成15年度積立金余剰金について

決算の結果、職員一人あたり55円程度の余剰金がある。（1万円ほど）

できれば次年度に繰り越したいと考えているが？

→状況を報告する文書を掲示し、次年度への繰越反対についての意見を確認する方向で考える。

→次年度は、事前に余剰金に関する扱いについて職員に確認をとる方法を考える。

７、期末発注

　　追加での修繕などあれば早めに追加申請すること。

8、学生懇談会

　　1月28日予定。会場はまだ未定。

９、本採用試験上司評価表について

　　先日提示したものについて、各部署の評価表を早急に作成提出すること。

10、職員のインフルエンザ罹患時の対応手順について

　　先日メールで送付したように今後対応すること。

11、ジョブコーチ

　　来年は藤田孝子、清水博巳がジョブコーチを担当する。2月からそのための研修に参加する予定。


